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主　

催　

事　

業

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

彦
根
よ
さ
こ
い
春
の
舞

　

彦
根
よ
さ
こ
い
春
の
舞
は
、
今
年
で

３
回
目
を
迎
え
ま
す
。
昨
年
は
、県
外
か

ら
招
待
し
た
５
チ
ー
ム
を
含
む
27
チ
ー

ム
１
、２
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
、
さ
ら
に
参
加
が
増
え
、
県
外
か

ら
招
待
し
た
７
チ
ー
ム
を
含
む
32
チ
ー

ム
１
、
３
０
０
人
の
参
加
で
、
ま
す
ま
す

盛
り
上
が
り
ま
す
。

日
時　

５
月
24
日
㈰　

午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時

場
所　

パ
レ
ー
ド
演
舞
：
駅
前
お
城
通

り
、
ス
テ
ー
ジ
演
舞
：
市
役
所
前
広

場
特
設
ス
テ
ー
ジ

主
催　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
日

本
海
滋
賀
支
部
実
行
委
員
会

彦
根
近
現
代
の
歴
史
ド
ラ
マ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
狂
言
の
夕
べ

　

開
国
以
降
の
彦
根
の
発
展
に
ス
ポ
ッ

ト
を
あ
て
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
、
井
伊

直
弼
が
愛
し
た
狂
言
を
紹
介
す
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
彦
根
の
近
現
代
史
を
切
り

開
い
た
繊
維
産
業
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、

多
彩
な
パ
ネ
リ
ス
ト
た
ち
が
語
り
合
い

ま
す
。
ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
併
せ

て
、
井
伊
家
と
ゆ
か
り
の
深
い
茂
山
家

が
、
テ
ー
マ
に
あ
っ
た
演
目
で
狂
言
を

上
演
し
ま
す
。

日
時　

６
月
13
日
㈯　

午
後
４
時
〜
同

７
時
（
予
定
）

会
場　

滋
賀
大
学
経
済
学
部
講
堂
（
馬
場

一
丁
目
）

料
金　

無
料

定
員　

２
０
０
人

※
直
接
、会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

り
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

彦
根
か
ら
生
糸
が
織
り
な
す
歴
史
交
流

-

富
岡
製
糸
場
か
ら
彦
根
製
糸
場
、
そ
し

て
近
江
絹
糸
へ-

パ
ネ
リ
ス
ト

今
井
幹
夫
さ
ん
（
富
岡
製
糸
場
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
所
長
）、早
田
リ
ツ
子
さ
ん
（
女

性
史
研
究
者
）、上
野
輝
将
さ
ん
（
近
江
絹

糸
人
権
争
議
研
究
者
）、
筒
井
正
夫
さ
ん

（
滋
賀
大
学
経
済
学
部
教
授
）

狂
言

演
目　

金
藤
左
衛
門

出
演　

茂
山
七
五
三
、
茂
山
正
邦

後
見　

松
本
薫

ひ
こ
ね
名
所
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

が
始
ま
り
ま
し
た

　

４
月
29
日

（水・祝）
千
代
神
社（
京
町
二
丁
目
）

で
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
（
出
発
式
）

み
ん
な
で
町
の
宝
で
あ
る

彦
根
城
を
描
こ
う
！

彦
根
城
写
生
大
会

日
時　

５
月
17
日
㈰　

午
前
９
時

　

〜
午
後
４
時

※
雨
天
時
は
５
月
24
日
㈰
に
延
期

場
所　

彦
根
城
一
帯

参
加
方
法　

当
日
、
彦
根
城
表
門
・

大
手
門
・
黒
門
、
玄
宮
園
で
受

付
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
画
用
紙
は
主
催
者
で
用
意
し
ま

す
。

※
参
加
者
に
は
彦
根
城
無
料
入
場

入
山
証
を
配
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

㈳
彦
根
青
年
会

議
所
☎
22-

７
５
２
２
番

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、『
彦
根
少
市
民
読
本
』

を
市
内
４
〜
６
年
生
を
対
象
に
配
布
し
、

11
月
３
日

（火・祝）
ま
で
の
期
間
に
全
30
か
所

の
ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン
ト
を
回
っ
て
も
ら

う
事
業
で
す
。
す
べ
て
の
ポ
イ
ン
ト
を

回
る
と
、
彦
根
り
ん
ご
（
復
興
湖
東
焼
き
）

の
ス
ト
ラ
ッ
プ
が
も
ら
え
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

井
伊
直
弼
と
開

国
１
５
０
年
祭
実
行
委
員
会
事

務
局
（

企
画
課
内
）
☎
30-

６
１

４
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８

番
、
Ｅ
メ
ー
ル  m

ail@
hikone-

150th.jp
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彦
根
市
で
は
、
総
合
発
展
計
画
「
ひ

こ
ね
21
世
紀
創
造
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
い

て
、
そ
の
将
来
像
で
あ
る
「
市
民
が
つ

く
る　

安
心
と
躍
動
の
ま
ち　

彦
根
」

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
こ
の
計
画
期
間
が
平
成
22
年
度
で

終
了
し
ま
す
。

　

激
し
く
変
化
す
る
社
会
情
勢
の
中
、

ま
た
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
、
魅
力

あ
る
彦
根
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
た
め
、
現
在
、
平
成
23
年
度
以
降

の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る

総
合
発
展
計
画
の
策
定
に
向
け
た
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
総

合
発
展
計
画
に
併
せ
て
、
長
期
的
に
安

定
し
た
、
均
衡
あ
る
市
内
の
土
地
利
用

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
彦
根
市

国
土
利
用
計
画
」
の
策
定
に
向
け
た
準

備
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
計
画
策
定
の
資
料
に
す
る

た
め
、
昨
年
度
、
市
民
意
識
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
紹
介

し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
結
果
報
告
書
は
、

情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
立
図
書
館
、
各
地

区
公
民
館
な
ど
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課
☎
30-

６

１
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８

番

彦
根
市
総
合
発
展
計
画
策
定
に

係
る
市
民
意
識
調
査

※
グ
ラ
フ
は
一
般
市
民
の
結
果
で
す
。

居
住
環
境
【
グ
ラ
フ
１
・
２
】　

　

グ
ラ
フ
１
の
定
住
意
向
と
、
グ
ラ
フ
２
の
居
住
環
境
の
総

合
評
価
で
は
、一
般
市
民
の
約
半
数
が
「
住
み
続
け
た
い
」「
住

み
や
す
い
」
と
答
え
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
「
ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い
」
と
す
る
人
も
そ
れ
ぞ
れ
３
割
み
ら
れ
ま
す
。

　

グ
ラ
フ
２
の
居
住
環
境
で
は
、「
自
然
環
境
（
１
）」
へ
の

評
価
が
最
も
高
く
、
前
回
の
調
査(

平
成
10
年)

と
比
較
し
て

も
評
価
が
上
昇
し
て
い
ま
す
。
逆
に
、
一
般
市
民
の
評
価
が

低
か
っ
た
の
は
、「
交
通
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
の
整
備
（
６
・

11
・
13
）」「
医
療
施
設
の
整
備
（
９
）」
で
し
た
。

  

募
集
し
ま
す　

「
彦
根
市
総
合
発
展
計
画
」

  

審
議
会
公
募
委
員

　　

将
来
の
彦
根
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
新

た
な
「
彦
根
市
総
合
発
展
計
画
」
を
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
作
り
上
げ
て
い
く
た
め
、
審
議
会
の
委
員

を
募
集
し
ま
す
。　

応
募
資
格　

市
内
に
在
住
す
る
20
歳
以
上
の
人

募
集
人
員　

８
人
程
度
※
委
員
総
数
は
40
人
程
度

（
公
募
委
員
の
ほ
か
、
学
識
経
験
者
、
関
係
団
体
の
代
表
者
な

ど
で
構
成
し
ま
す
）

内
容　

審
議
会
の
会
議
に
参
加

※
審
議
会
は
平
日
昼
間
、
15
回
程
度
の
開
催
予
定
。

会
議
に
出
席
い
た
だ
い
た
場
合
、
報
酬
を
お
支
払

い
し
ま
す
。

任
期　

７
月
か
ら
平
成
22
年
８
月
ご
ろ
ま
で
（
予
定
）

応
募
期
限　

５
月
25
日
㈪
（
必
着
）

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
住

所
、
応
募
の
動
機
、
彦
根
な
ら
で
は
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
の
考
え
な
ど
を
書
い
て
、
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
、

企
画
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
応
募
用
紙
は
市
役
所
、
支
所
・
各
出
張
所
、

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
、
東
山
会
館
、
Ｗ
Ａ
っ
と
ね

す
春
日
、
市
立
図
書
館
、
各
地
区
公
民
館
な
ど
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

る
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
直
接
応
募
で
き
ま
す
。
な

お
、
提
出
さ
れ
た
書
類
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

選
考　

随
時
、
面
接
を
行
い
、
福
祉
、
環
境
、
産
業
、

教
育
、
文
化
な
ど
、
関
心
の
あ
る
分
野
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
の
考
え
な
ど
、
総
合
的
な
観
点
か

ら
選
考
し
ま
す
。

市民意識調査結果について市民意識調査結果について市民意識調査結果について市民意識調査結果について

将
来
の
都
市
像
【
グ
ラ
フ
３
】

　

一
般
市
民
、
小
学
生
、
外
国
人
の
い
ず
れ

も
「
自
然
、
風
景
、
景
観
を
生
か
し
た
暮
ら

し
が
で
き
る
環
境
と
共
生
し
た
ま
ち
（
小

学
生
の
質
問
項
目　

自
然
い
っ
ぱ
い
の
ま

ち
）」
へ
の
回
答
率
が
最
も
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

0 10 20 30 40 50

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
・
市
民

の
市
政
参
加
【
グ
ラ
フ
４
・
５
】

　

地
域
で
の
活
動
や
行
事
な
ど
に
対
し
て
、

「
興
味
の
あ
る
も
の
に
は
参
加
し
た
い
」
と

い
う
条
件
付
き
を
含
め
る
と
７
割
以
上
の

一
般
市
民
が
参
加
に
比
較
的
意
欲
を
持
っ

て
お
り
、
小
学
生
、
外
国
人
と
も
に
ほ
と

ん
ど
が
、
何
ら
か
の
地
域
活
動
に
参
加
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
一
般

市
民
が
「
地
域
の
美
化
活
動
」「
防
犯
な
ど

地
域
の
安
全
を
守
る
こ
と
」、
小
学
生
は

「
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
や
資
源
を
大
切
に
す

る
活
動
」
へ
の
回
答
率
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

0 10 20 30 40 50 60

0 10 20 30 40 50
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す
の
で
、
水
田
の
地
力
維
持
・
跡
作

大
豆
の
増
収
の
た
め
に
も
、
麦
わ
ら

は
焼
か
ず
に
鋤
き
込
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
麦
わ
ら
の
野
焼
き
は
、
煙

に
よ
り
周
辺
住
宅
の
環
境
や
道
路

の
通
行
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
も

あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
林
水
産
課

☎
30-

６
１
１
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

第
７
回
会
議
を
開
催
し
ま
す

外
国
籍
市
民
施
策
懇
談
会

　
「
外
国
籍
市
民
施
策
懇
談
会
」
は
、

だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
外
国

籍
市
民
を
と
り
ま
く
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
場
で
す
。

第
７
回
会
議
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

日
時　

５
月
23
日
㈯　

午
前
９
時

40
分
〜
同
11
時
40
分

場
所　

大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
・
プ
ラ
ザ

彦
根
（
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
彦
根
６
階
）

※
会
議
は
自
由
に
傍
聴
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
の
会
議
の
経
過
な
ど

に
つ
い
て
は
、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
交
流
課

☎
30-

６
１
１
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

彦
根
市
地
域
通
貨
「
彦げ

ん

」

交
付
期
間
は

５
月
29
日
㈮
ま
で
で
す

　

平
成
20
年
度
中
の
「
美
し
い
行

為
」
に
対
す
る
地
域
通
貨
「
彦
」
の

交
付
は
、
５
月
29
日
㈮
ま
で
で
す
。

こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
、「
彦
」
を

お
渡
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

期
間
内
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

交
付
窓
口　

ま
ち
づ
く
り
推
進

室
（
市
役
所
１
階
）、
稲
枝
支
所

交
付
期
間　

５
月
29
日
㈮
ま
で
の
、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

交
付
に
必
要
な
も
の　

平
成
20
年

度
美
し
い
ひ
こ
ね
創
造
活
動
報

告
書
、
印
鑑

新
規
登
録
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

美
し
い
ひ
こ
ね
創
造
活
動
へ
の

新
規
の
参
加
登
録
は
、随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。多
く
の
皆
さ
ん
の
登

録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
通
貨
の
使
い
方
な
ど
、詳
し

く
は
、「
広
報
ひ
こ
ね
」
３
月
15
日

号
８
ペ
ー
ジ
、ま
た
は
彦
根
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く
り

推
進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

軽
自
動
車
税
・
固
定
資
産
税
に

関
す
る
お
知
ら
せ

　

平
成
21
年
度
の
軽
自
動
車
税
、固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
納
税
通

知
書
を
、５
月
中
旬
に
発
送
し
て
い

ま
す
。期
限
内
の
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

身
体
障
害
者
等
に
対
す
る

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

　

身
体
障
害
者
、ま
た
は
精
神
障
害

者
な
ど
の
人
が
所
有
す
る
軽
自
動

車
な
ど
で
、も
っ
ぱ
ら
障
害
者
が
運

転
す
る
も
の
、ま
た
は
障
害
者
の
通

学
、
通
院
、
通
勤
も
し
く
は
生
業
の

た
め
に
、そ
の
障
害
者
と
生
計
を
同

じ
く
す
る
人
が
運
転
す
る
軽
自
動

車
な
ど
は
、軽
自
動
車
税
の
減
免
を

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、身
体
障
害
者
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
の
人
が
所
有
す
る
軽

自
動
車
な
ど
で
、も
っ
ぱ
ら
身
体
障

害
者
な
ど
の
通
学
、
通
院
、
通
勤
も

し
く
は
生
業
の
た
め
に
、身
体
障
害

者
な
ど
を
常
時
介
護
す
る
人
が
運

転
す
る
軽
自
動
車
も
、軽
自
動
車
税

の
減
免
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

な
お
、
一
人
の
障
害
者
に
つ
き
、

普
通
自
動
車
を
含
め
て
、減
免
の
対

象
と
な
る
軽
自
動
車
は
、一
台
限
り

で
す
。

申
請
手
続　

必
要
な
書
類
を
添
え

て
、
５
月
25
日
㈪
ま
で
に
、

税

務
課
ま
た
は
稲
枝
支
所
で
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類

①
身
体
障
害
者
手
帳
（
ま
た
は
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、

療
育
手
帳
な
ど
）

※
障
害
の
級
な
ど
に
よ
っ
て
、減
免

を
受
け
ら
れ
る
範
囲
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、納
税
通

知
書
の
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

③
自
動
車
検
査
証
（
車
検
証
）
の
写

し
（
車
検
の
な
い
車
種
は
除
く
）

④
納
税
通
知
書
お
よ
び
納
付
書

⑤
印
鑑
（
認
印
）

※
生
計
を
同
一
に
し
な
い
介
護
者

が
運
転
す
る
場
合
は
、お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
☎

30-

６
１
０
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を

お
届
け
し
ま
す

　　

彦
根
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険

（
国
保
）
加
入
者
に
「
医
療
費
の
お
知

ら
せ
」を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
こ

の
通
知
は
、
同
じ
月
に
医
療
機
関

で
受
診
し
た
人
の
医
療
費
を
、
世

帯
ご
と
に
お
知
ら
せ
し
て
い
る
も

の
で
す
。

　

皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
保
険
料
な
ど
を
、
医
療
費

と
し
て
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
、

適
切
な
受
診
を
心
が
け
て
い
た
だ

く
よ
う
、
今
年
度
も
引
き
続
き
実

施
し
ま
す
。
通
知
は
、
年
間
６
回

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

に
加
入
し
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、

「
滋
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
」
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課

☎
30-

６
１
１
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22-

１
３
９
８
番

農
家
の
皆
さ
ん
へ

麦
わ
ら
は
焼
か
ず
に
、

土
に
鋤す

き
込
み
ま
し
ょ
う

　
「
安
全
で
、安
心
な
農
産
物
を
」
と

い
う
、
環
境
問
題
へ
の
関
心
の
高
ま

り
と
と
も
に
、
消
費
者
の
嗜し

好こ
う

も
変

化
し
て
い
ま
す
。
化
学
肥
料
や
農
薬

の
使
用
を
減
ら
し
た
、
環
境
に
や
さ

し
い
農
業
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
土
づ
く
り

が
重
要
で
す
。
土
づ
く
り
に
は
有
機

物
の
施せ

用よ
う

・
深し

ん

耕こ
う

・
土
づ
く
り
資
材

の
施
用
な
ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す

が
、
な
か
で
も
有
機
物
の
施
用
は
、

土
中
の
環
境
の
改
善
に
有
効
で
す
。

　

麦
の
耕
作
は
、
水
田
を
畑
地
化
す

る
た
め
、
地
力
が
消
耗
し
ま
す
。
最

近
は
、
水
田
に
有
機
物
を
施
用
す
る

こ
と
が
非
常
に
減
っ
て
き
て
い
ま

実
施
し
た
調
査

「
彦
根
市
総
合
発
展
計
画
策
定
に
係
る 

 

市
民
意
識
調
査
」

一
般
市
民 

　

調
査
期
間　

平
成
20
年
９
月
〜
10
月

　

対
象　

満
18
歳
以
上
の
市
民
２
、
５
０
０
人

　

調
査
方
法　

郵
送
に
よ
る
配
布
・
回
収

　

回
収
率　

有
効
回
答
数
１
、２
６
０
件
（
50
・
４
％
）

小 

学 

生　

　

調
査
期
間　

平
成
20
年
９
月
〜
10
月

　

対
象　

市
内
各
小
学
校
の
５
年
生
１
ク
ラ
ス
（
４
７

　
　

７
件
）

　

調
査
方
法　

各
学
校
に
よ
る
直
接
配
布
・
回
収　

　

回
収
率　

有
効
回
答
数
４
７
７
件
（
１
０
０
％
）

外 

国 

人　

　

調
査
期
間　

平
成
20
年
９
月
〜
11
月

　

対
象　

18
歳
以
上
の
外
国
籍
市
民
50
人

　

調
査
方
法　

郵
送
に
よ
る
配
布
・
回
収

　

回
収
率　

有
効
回
答
数
10
件
（
回
収
率
20
・
０
％
）

「
彦
根
市
国
土
利
用
計
画
策
定
に
係
る 

 

市
民
意
識
調
査
」

　

調
査
期
間　

平
成
20
年
10
月
〜
11
月

　

対
象　

満
18
歳
以
上
の
市
民
２
、
５
０
０
人

　

調
査
方
法　

郵
送
に
よ
る
配
布
・
回
収

　

回
収
率　

有
効
回
答
数
１
、２
３
６
件
（
49
・
４
％
）

　

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
さ
ん
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
は
、新

し
い
総
合
発
展
計
画
や
国
土
利
用
計
画
の
策
定
は
も

と
よ
り
、市
政
の
各
分
野
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。
今

後
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市民意識調査結果について市民意識調査結果について

0 10 20 30 40 50

0 10 20 30 40 50

0 5 10 15 20 25 30

土
地
利
用
の
あ
り
方

【
グ
ラ
フ
６
〜
８
】

　

グ
ラ
フ
６
の
今
後
の
土
地
利
用
の
方

向
性
に
つ
い
て
は
、「
市
街
地
を
あ
ま
り

広
げ
ず
、
人
や
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

に
な
る
の
が
よ
い
」
と
の
答
え
が
約
半

数
で
し
た
。
ま
た
、
グ
ラ
フ
７
の
開
発

と
環
境
保
全
に
つ
い
て
は
、「
自
然
環
境

彦
根
市
国
土
利
用
計
画
策
定
に
係
る
市
民
意
識
調
査

と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
開
発
」「
開
発
地

域
を
限
定
す
る
」「
開
発
は
し
な
い
よ
う

に
す
る
」
へ
の
回
答
が
約
９
割
を
占
め
、

環
境
重
視
の
市
民
意
向
が
う
か
が
え
ま

す
。

　

グ
ラ
フ
８
の
必
要
な
用
途
地
域
に
つ

い
て
は
、「
商
業
用
地
」「
住
宅
用
地
」

へ
の
回
答
を
併
せ
る
と
半
数
で
し
た
。

前
回
の
調
査(

平
成
10
年)

と
比
較
す
る

と
上
位
項
目
に
は
あ
ま
り
変
化
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
農
用
地
」
で
７
・
６

ポ
イ
ン
ト
の
増
加
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
街
化
区
域
の
方
向
性
に
つ

い
て
は
、「
市
街
化
区
域
を
も
っ
と
増
や

し
て
い
く
」
と
い
う
回
答
が
４
割
あ
り
、

自
然
環
境
を
重
視
し
な
が
ら
も
同
時
に

市
街
化
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。



6広報ひこね　平成20年 10月 15日広報ひこね　平成21年５月 15日7 広報ひこね　平成21年５月 15日

問
い　

４
月
か
ら
「
燃
や
せ
る

ご
み
」
か
ら
「
燃
や
す
ご
み
」

に
呼
び
方
が
変
わ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
理
由
は
何
で
す
か
。

答
え　
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
と
し

て
収
集
し
て
い
た
ご
み
は
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
す
べ
て
焼

却
処
理
し
て
い
ま
し
た
。
燃

や
し
て
処
理
を
す
る
ご
み
で

あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ

く
た
め
、「
燃
や
す
ご
み
」
と

い
う
呼
び
方
に
変
更
し
ま
し

た
。

問
い　
「
燃
や
す
ご
み
」
の
日
に

集
積
所
に
出
し
て
い
る
新
聞

や
雑
誌
も
焼
却
処
理
し
て
い

る
の
で
す
か

答
え　

現
在
は
、
古
紙
な
ど
の

試
験
回
収
に
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
一
部
の
地
域
以
外
で

は
、
焼
却
処
理
し
て
い
ま
す
。

彦
根
市
で
は
、
10
月
か
ら
全

市
を
対
象
に
古
紙
・
衣
類
の

分
別
収
集
を
行
う
予
定
を
し

て
お
り
、
後
日
詳
し
く
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
地
域

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
古
紙
な
ど
の
集

団
回
収
を
実
施
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、
そ
の
活
動
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い　

く
つ
や
カ
バ
ン
も
「
燃

や
す
ご
み
」
で
す
が
、
長
靴

や
ブ
ー
ツ
、
ス
リ
ッ
パ
は
ど

う
な
る
の
で
す
か
。

答
え　

長
靴
や
ブ
ー
ツ
、
ス

リ
ッ
パ
も
「
燃
や
す
ご
み
」
と

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、ス
キ
ー

靴
や
ス
ケ
ー
ト
靴
な
ど
の
特

殊
な
靴
は
、「
粗
大
ご
み
」
で

す
。
カ
バ
ン
は
革
や
繊
維
で

で
き
た
も
の
で
指
定
袋
に
入

る
程
度
の
大
き
さ
で
あ
れ
ば
、

「
燃
や
す
ご
み
」
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
グ
ロ
ー
ブ
や
ボ
ー
ル

も
、「
燃
や
す
ご
み
」
で
す
。

問
い　

花
の
く
き
や
木
の
枝
を

紐
で
束
ね
て
集
積
所
に
出
し

ま
し
た
が
、
収
集
し
て
も
ら

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
う
し

て
で
す
か
。

答
え　

燃
や
す
ご
み
等
は
、
指

定
袋
に
入
れ
て
い
た
だ
く
の

が
原
則
で
す
。
枝
が
張
っ
た

木
切
れ
な
ど
指
定
袋
に
入
れ

ら
れ
な
い
も
の
や
、
入
れ
て

も
袋
が
破
れ
て
し
ま
う
と
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
が
判
断
し
た

も
の
に
限
り
、
例
外
と
し
て

収
集
し
ま
す
。

簡
易
生
ご
み
処
理
を
普
及
い

た
だ
く
団
体
を
募
集
し
ま
す

　

バ
イ
オ
菌
を
利
用
し
た
、
簡
易
生

ご
み
処
理
の
普
及
に
協
力
い
た
だ

け
る
市
民
団
体
を
募
集
し
ま
す
。
彦

根
市
は
、
登
録
い
た
だ
い
た
団
体
と
、

委
託
契
約
を
結
び
、
普
及
に
必
要
な

経
費
の
一
定
金
額
を
お
支
払
い
し

ま
す
。

団
体
の
役
割　

次
の
業
務
を
実
施

い
た
だ
き
ま
す
。

①
生
ご
み
を
処
理
す
る
基
材
の
製

作
②
簡
易
処
理
後
の
処
分
地
な
ど
の

確
保
と
処
分
体
制
の
確
立　
　

③
簡
易
処
理
に
協
力
い
た
だ
く
市

民
の
募
集
と
指
導
、
処
理
容
器
の

購
入
配
布

生
ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
を

生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助
金
制
度

　

彦
根
市
で
は
、
生
ご
み
処
理
機

（
攪か

く

拌は
ん

式
）
を
購
入
し
た
人
に
購
入
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。
補
助
率
は
購
入
費
用
の
３
分
の

１
で
、
補
助
金
の
上
限
は
１
万
５
千

円
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課
☎

30-

６
１
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
27-

０
３
９
５
番

ご
み
等
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
〜
燃
や
す
ご
み
〜

ご
み
減
量
へ
の
取
り
組
み
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

彦根市立病院からのお知らせ
４月１日から「ＤＰＣ対象病院」となり、
入院医療費の計算方法が一部変わりました

　ＤＰＣ方式では、注射の量、レントゲンなどの回数にかか

わらず、一日あたり定額となります。また、手術料、リハビリ、

放射線治療、一部の検査や処置などの診療費、退院時の薬剤費、

食事代、個室代、その他自費は定額の分に加算されます。　

　患者が入院されると病名や診療の内容によって、国で定め

られた診断群分類（1572分類）のいずれかに該当すると主治医

が判断した場合、入院医療費の計算方法が今までの出来高払

い方式からＤＰＣ方式に変わります。

医療費の支払い方法について

　医療費の支払い方法は今までどおりです。ただし、支払っ

ていただく医療費は今までと比べて、少し高くなる場合も少

し安くなる場合もありますが、全体としては大差がありませ

ん。また、原則として月ごとに１回の請求（退院の時は退院日）

となります。入院後に診断群分類が変更になった場合は、定

額の分の請求額を入院日にさかのぼり計算しなおしますので、

追加徴収や返金を行うことがあります。なお、高額療養費の

取り扱いについては今までどおりです。

問い合わせ先　市立病院医事課☎22-6050、FAX22-6331

　荒神山付近の宇曽川と、曽根沼公園一帯で、

ごみの清掃活動を行います。

日時　５月31日㈰　

9：00～ 11：00（受付8：30～）

　※雨天中止（当日7：00に決定します）

集合場所　子どもセンター前（日夏町）

持ち物　清掃活動しやすい服装、軍手、飲料水

　など

その他　駐車場の混雑が予想されます。できる

だけ乗り合わせてお越しください。また、荒

神山少年自然の家入り口側の駐車場をご利

用ください。

問い合わせ先　 清掃センター 22-2734、  

　FAX24-7787

ラ
イ
タ
ー
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス

を
設
置
し
ま
し
た

　

ご
み
収
集
車
の
火
災
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
ラ
イ

タ
ー
の
み
を
集
め
る
回
収
箱
を
次
の

場
所
に
設
置
し
ま
し
た
。
で
き
る
だ

け
、
回
収
箱
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
通
常
収
集
の
場
合
は
、「
埋
立

ご
み
」
と
し
て
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
必
ず
ガ
ス
を
使
い
切
り
、
指

定
袋
に
は
入
れ
ず
別
の
小
袋
に
入
れ

て
、
乾
電
池
と
同
様
の
方
法
で
集
積

所
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

 

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン
タ

ー
☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

７
７
８
７
番

ラ
イ
タ
ー
回
収
ボ
ッ
ク
ス

設
置
場
所

生
活
環
境
課
、
清
掃
セ
ン

タ
ー
、福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
、支

所
、
各
出
張
所
（
受
付
窓
口
付
近

に
設
置
し
て
い
ま
す
）

※
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分
に
持
ち
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
彦
根
市
の
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
た
め
、
各
校
で
学

力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
、
さ
ら

な
る
教
育
の
充
実
を
目
指
す
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

て
左
の
と
お
り
、
学
び
の
６
か
条
を
作
成
し
ま

し
た
。
こ
の
提
言
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
願
い
、
大
切
に
し
た
い
内
容
を
６
点

に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

学
校
、
家
庭
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
の
取

り
組
み
の
推
進
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
☎

24-

７
９
７
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

第３回　

議場コンサートを行います

　平成21年６月定例会の開会日に、議場に

おいて、コンサートを開催します。

　また、当日は、午前９時から、平成21

年６月定例会の本会議が開催されます。こ

の機会にぜひ、傍聴してください。

日時　６月１日㈪　13：00～

場所　彦根市議会　議場（彦根市役所５階）

出演者　金井彰柳さん、瀬川まき子さん　

内容　箏
そう

、三絃、胡
こ

弓
きゅう

による演奏

曲目　竹生島　六段

その他　入場は無料です。当日、議場に直

接お越しください。

問い合わせ先　 議会事務局☎ 30-6130、

FAX22-0906
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　６月１日は人権擁護委員法が施行された日です。

　人権擁護委員は、市町村長の推薦により、法務大臣

が委嘱するもので、市内では、左の表の11人の皆さん

が人権の大切さについて、理解を深めていただくための

活動に努めています。

　家庭内や隣近所での問題なども含め、人権問題につい

てのあらゆる相談を受け付ける、皆さんの一番身近な相

談相手です。

　相談は無料で、秘密は守られます。気軽にご相談

ください。

　また、相談は人権擁護委員の自宅のほか、市役所で

行われる人権相談、大津地方法務局彦根支局（西今町　

22-0242）でも受け付けています。　問い合わせ先　

人権政策課 30-6115、FAX22-1398

人権擁護委員をご存じですか

　

新
し
い
国
際
交
流
員
、
平
田
エ

ジ
ナ
清
美
さ
ん
が
着
任
し
ま
し

た
。
エ
ジ
ナ
さ
ん
は
彦
根
市
の
職

員
と
し
て
、
国
際
交
流
業
務
に
携

わ
り
ま
す
。
市
の
業
務
に
関
す
る

文
書
の
翻
訳
や
外
国
籍
市
民
の
皆

さ
ん
の
生
活
相
談
、
通
訳
、
ブ
ラ

ジ
ル
文
化
の
紹
介
な
ど
の
業
務
に

従
事
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
交
流

課
☎
30-

６
１
１
３
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
８
番

皆
さ
ん
、
は
じ
め
ま
し
て
。

　

４
月
か
ら
市
役
所
で
国
際
交
流

員
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
、
平
田

エ
ジ
ナ
清
美
で
す
。

　

祖
父
母
の
生
ま
れ
故
郷
を
見
た

く
て
日
本
行
き
を
決
心
し
た
の
は

15
歳
の
と
き
で
す
。
翌
年
に
は
、生

徒
本
邦
研
修
生
の
一
人
と
し
て
横

浜
に
到
着
し
ま
し
た
。
当
時
、祖
母

の
兄
弟
と
会
う
こ
と
も
で
き
、
１

か
月
の
日
本
研
修
を
終
え
る
こ
ろ

に
は
日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
を
結
ぶ
架

け
橋
に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
願
い
が

叶
っ
て
国
際
交
流
員
と
し
て
採
用

さ
れ
、
彦
根
市
の
皆
さ
ん
に
ブ
ラ

ジ
ル
の
文
化
紹
介
を
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
市
役
所
で
の
仕
事
と

彦
根
で
の
生
活
に
１
日
も
早
く
慣

れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
彦
根
市
の
皆
さ
ん
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
の
町
の
こ
と
を
少
し
ご
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
の
出
身

地
で
あ
る
ド
ウ
ラ
ー
ド
ス
と
い
う

町
は
大
豆
、
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

牛
肉
の
生
産
が
盛
ん
で
あ
り
、
自

然
の
豊
富
な
町
で
す
。
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
の
ち
ょ
う
ど
中
心
に
あ
る

南
マ
ッ
ト
グ
ロ
ッ
ソ
州
に
あ
り
、

世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る

パ
ン
タ
ナ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
ド

ウ
ラ
ー
ド
ス
は
ま
だ
歴
史
が
浅
く
、

75
年
目
を
迎
え
る
町
で
す
。
町

の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
木
々
が
植

わ
っ
て
お
り
、
年
中
花
が
咲
い
て

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
彦
根
市
に

や
っ
て
き
て
、
満
開
の
桜
の
花
に

包
ま
れ
て
迎
え
ら
れ
た
と
き
、
初

め
て
見
る
桜
な
の
に
ど
こ
か
懐
か

し
い
感
動
を
受
け
ま
し
た
。

　

４
０
０
年
も
の
長
い
歴
史
を
持

つ
彦
根
市
は
、
奈
良
や
京
都
に
も

近
く
、『
日
本
の
風
土
を
体
験
す
る

に
は
最
適
な
町
だ
』
と
聞
い
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
町
で
新
た
な
人
生

を
歩
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
は
こ
れ
以
上
に
な
い
幸
せ
で
す
。

市
内
で
私
を
見
か
け
た
ら
気
軽
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
お
互
い

の
町
や
習
慣
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
し
ょ
う
。 

エ
ジ
ナ
さ
ん
が
故
郷

を
紹
介
し
ま
す

〜
世
界
の
話
を
聞
く
会
〜

　

彦
根
市
国
際
協
会
で
は
、

平
田
エ
ジ
ナ
清
美
さ
ん
を
ゲ

ス
ト
に
迎
え
て
「
世
界
の
話

を
聞
く
会
」
を
開
き
ま
す
。  

　

５
月
23
日
㈯
午
後
、
市
民

会
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
詳
し
く
は
12
ペ
ー
ジ
「
催
し
物
」

欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

平田エジナ清美さん

　

児
童
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
彦
根
市
に
住
所
が
あ
り
、
小
学
校
を
修

了
す
る
ま
で
（
12
歳
に
な
っ
た
後
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
）
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
て
、

前
年
（
１
〜
５
月
分
は
前
々
年
）
の
所
得
が
一

定
額
未
満
の
人
で
す
。（
左
の
枠
内
）

申
請
・
現
況
届
の

提
出
先

▼
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

　

保
険
年
金
課
、

　

支
所
・
各
出
張
所

▼
市
外
に
住
所
が
あ
る
人

　

住
所
地
の
市
区
町
村

▼
子
ど
も
と
別
居
し
て
い
る
人

　

養
育
者
が
住
ん
で
い
る
市
区

　

町
村

▼
公
務
員
の
人

　

職
場

 

添
付
書
類　

年
金
加
入
証
明
（
ま

た
は
健
康
保
険
証
の
写
し
）、
所

得
証
明
書
、
住
民
票
な
ど
の

書
類
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。

続
け
て
手
当
を
受
け
る
人
は

　
　

６
月
中
に
現
況
届
を
！

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
に

は
、
６
月
１
日
㈪
以
降
に
、
現
況
届
の
用
紙

を
送
り
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、６

月
30
日
㈫
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

新
た
に
支
給
を
受
け
る
人
は

　
　
　
　

急
い
で
申
請
を
！

　

児
童
手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
、
出

生
、
転
入
な
ど
で
受
給
資
格
が
で
き
た
場

合
に
、「
認
定
請
求
書
」
の
提
出
が
必
要
で

す
。
提
出
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分

か
ら
、
支
給
事
由
の
な
く
な
っ
た
日
の
属

す
る
月
分
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
所
得
制
限
限
度
額
を
超
え

て
い
て
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

人
で
、
前
年
の
所
得
に
変
動
が
あ
っ
た
こ

と
な
ど
の
理
由
で
、
新
た
に
児
童
手
当
を

受
け
ら
れ
る
と
思
う
人
は
、
急
い
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
６
月
分
か
ら
支
給
を
受

け
る
た
め
に
は
、
５
月
中
に
申
請
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
平
成
21
年
度
所
得
制
限

限
度
額
（
平
成
20
年
中
の
所
得
に
適
用
）
は
、

左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
て

お
ら
れ
る
場
合
に
は
、
５
月
中
に
申
請
い

た
だ
い
て
も
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

た
だ
く
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
ま
た
、
所

得
制
限
の
判
定
は
６
月
に
行
い
ま
す
。　

　

おわびと訂正 広報ひこね５月１日号表紙目次の「彦根市の平成21年度予算」とあるのは、「子どもセンターから地域へ」の誤りです。
おわびして訂正します。
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〈内容〉将棋は、まったく初めてだけどやってみたいという人か

ら、将棋は好きだけどやる機会がない、さらに腕前をあげたい

という人まで、脳のトレーニングをするつもりで気軽に参加して

みませんか。　〈日時〉第１回 ５月30日㈯、２回目以降 平成22

年２月までの各月最終土曜日（12月のみ19日㈯）全10回　13：30

～ 15：30、将棋大会 平成22年３月６日㈯　〈場所〉子どもセン

ター（日夏町）〈対象〉小学生　〈申込期限〉５月28日㈭　〈参加

費〉300円（テキスト・保険代含む）　〈申込方法〉直接、子どもセン

ターで申し込んでください。　〈問い合わせ先〉子どもセンター☎

28-3645（FAX共用）

今年度も女性が手をつなぎ、人権が尊重された住みよい

まちづくりを目指し、「差別をなくし人権を尊ぶ彦根市

女性のつどい」を開催します。このつどいは実行委員会

を組織して取り組みます。皆さんの企画力・実践力を実

行委員会でいかし、女性差別・部落差別などあらゆる差

別の解消のための一歩を踏み出してみませんか。　〈つど

いの期日〉12月12日㈯（予定）　〈応募資格〉つどいの趣旨を

理解し、月１回程度の実行委員会に参加して、意欲を持

って企画・運営などに取り組める人　〈募集人員〉若干人

〈申込期限〉５月25日㈪　〈申込・問い合わせ先〉 教育委

員会人権教育課☎ 24-7971、FAX23-9190

　

　練習は、８月30日㈰から公演当日までの日曜日の

18：30～ 21：00に、ひこね市文化プラザで行います。

回数は約15回を予定しています。初心者を歓迎します。

参加費　5,000円（学生2,500円）。ひこね市文化プラ

ザ窓口でお支払いいただくか、最寄りの郵便局で振

り込みの手続きをしてください。

※口座番号　14680-13150361、口座名義　ひこね市

民手づくり第九演奏会実行委員会

申込方法　住所、氏名、電話番号、参加できるパート（ソ

プラノ・アルト・テノール・バス）を書いて、ひこね市民

手づくり第九演奏会実行委員会までファクスいただ

くか、郵送してください。ひこね市文化プラザ窓口

や下記ホームページからでも申し込みできます。

  

〈内容〉　彦根市の公共交通の時刻表や路線図を掲載したわかり

やすいマップを作成するワークショップの参加者を募集します。

なお、公共交通便利マップ完成予定の平成22年３月までの間

に、数回開催する予定です。　〈日時〉５月23日㈯　９：30～

12：00　〈場所〉市役所５階第３委員会室〈定員〉30人　〈申

込期限〉５月22日㈮　〈参加費〉無料　〈申込方法・問い合わせ

先〉電話、ファクス、またはＥメールで、 交通対策課☎

30-6134、FAX24-8517、Ｅメール：koutsutaisaku@

ma.city.hikone.shiga.jpへ

彦根市国際協会では、今年７月から８月にかけて、米国ミシ

ガン州グランドラピッズ市にある、カルビン大学の大学生

を研修生として受け入れます。研修生は、ホームステイをし

ながら、彦根市役所と彦根市国際協会でインターン（体験就

業）をします。この事業に協力していただくホストファミ

リーを募集します。なお、受け入れていただく学生は、基礎

的な日本語の会話ができます。〈受入学生数〉４人　〈受入予

定期間〉７月19日㈰～８月20日㈭　※１家庭につき、できる

かぎり１週間以上の受け入れをお願いします。〈応募期限〉

６月10日㈬　〈その他〉事前に受け入れにあたっての説明会

を開催します。〈応募・問い合わせ先〉彦根市国際協会事務局

（国際交流サロン内）☎ 22-1411（内線590）※日・月曜日は休館

〈内容〉科学というと、世俗を離れた普遍的な真理のように

思われがちです。しかし、実はそれぞれの時代の社会や文

化と深く関わって、形を変えてきています。男女のあり方

も科学に影響していることを、「科学」「女性」「ダチョウの

たまご」という、つながりがなさそうな３つの関係から解

き明かします。　〈日時〉６月13日㈯　13：30～ 15：30　〈講

師〉小川眞里子（三重大学人文学部教授）　〈場所〉 男女共同参画

センター「ウィズ」（平田町）　〈対象〉市内に在住・在勤・在

学の人　〈定員〉50人（先着順）　〈受講料〉200円　〈申込期限〉

６月12日㈮　〈その他〉託児あり（０歳～就学前、要予約、

１人200円）　〈申込方法・問い合わせ先〉電話、ファクス、

またはＥメールで 男女共同参画センター「ウィズ」☎

24-3529（FAX共用）、Ｅメール：with.hikone@oboe.ocn.

ne.jpへ

〈日時〉６月６日 　19：00～21：00　※天候により屋外で

の観察は、中止の場合があります。　〈場所〉南地区公民館（甘

呂町）周辺　※南地区公民館に18：50までに集合してくだ

さい。　〈定員〉30人（先着順）　〈申込開始日〉５月18日㈪　

〈参加料〉100円　〈その他〉動きやすい服装でお越しくださ

い。　〈申込・問い合わせ先〉「快適環境づくりをすすめる会」

事務局（ 生活環境課内） 30-6116、FAX27-0395

㈶滋賀県人権センターでは、同和問題をはじめとする人権

問題の解決に向けて、さまざまな事業を推進するため、ご

賛同、ご協力いただける賛助会員を募集します。〈種別〉

ア．特別賛助費：１口 15,000円（年額）、イ．協力賛助費：１口 

2,000円（年額）〈会員特典〉協力賛助１口で、旬刊紙「人権

の友」１部を１年間送付します。また、協力賛助４口また

は、特別賛助１口で、旬刊紙「人権の友」と月刊誌「じんけ

ん」各１部を１年間送付します。なお、10月からは、旬刊

紙と月刊誌を統合し、新たな月刊誌を会員に送付します。こ

のほか、エキスパートスクール「人権の友」を優先的に受講

（受講料割引）できます。〈賛助費の用途〉協力いただいた賛助

費により、旬刊紙や月刊誌の発行などを行い、残ったお金

は、「同和基金」として積み立てます。詳しくは 人権政策

課、支所・各出張所においてある募集要項（申込書）をご覧く

ださい。〈問い合わせ先〉㈶滋賀県人権センター総務企画担

当☎ 077-522-8243、FAX077-522-8289

〈内容〉「かけはし」は、男女共同参画社会づくりを目指

して発行する広報誌です。男も女も一人ひとりが自らの

個性や能力をじゅうぶん発揮できる社会を実現するため、

あなたの日ごろの疑問や考えを広報誌作りに生かしてみ

ませんか。　〈募集人員〉３人（応募が定員を超えたときは選

考）〈任期〉委嘱時～平成22年３月31日㈬　〈応募資格〉市内

在住で、男女共同参画社会づくりに向けて意欲的に取り

組み、月２回程度の編集会議などに参加できる人（発行は

年１回）〈期限〉６月13日㈯　〈応募方法・問い合わせ先〉応

募用紙（ 市民交流課、男女共同参画センター「ウィズ」、支所・

各出張所、各地区公民館にあります）に必要事項と、「かけは

し」で伝えたいことの作文を記入し、 男女共同参画セ

ンター「ウィズ」（平田町670）へ☎ 24-3529（FAX共用）

 

　㈶滋賀県人権センター特別賛助費制度　会員

 

　男女共同参画社会づくり「かけはし」編集委員

 

　米国カルビン大学生　夏季ホストファミリー

〈日時〉６月28日㈰　9：00 ～ 17：00　〈会場〉市民体育

センター　〈申込方法〉大会チラシの郵便振替用紙により、

郵便局から払込むか、または日本カロム協会事務局（商

工会議所３階・彦根青年会議所事務局内）に参加費を持参して

申し込んでください。（大会チラシは同事務局、各地区公民館に

あります。）※ダブルスも個人単位での申し込みが必要で

す。　〈申込期限〉６月12日㈮（締め切り日の消印有効、クラス

ごとに定員になり次第締め切ります。）〈申込・問い合わせ先〉

日本カロム協会事務局（〒522-0063　中央町 3-8　彦根青年

会議所事務局内）☎ 22-7522、FAX22-9018、ホームペー

ジ：http://www.biwako.ne.jp/~carom/

第12回
ひこね市民手づくり第九演奏会

演奏会の日時　12月20日㈰　14：00～

　　　　場所　ひこね市文化プラザ　グランドホール

　　演奏曲目　ベートーヴェン作曲　交響曲第９番　

　　　　　　  「合唱付」

　　　　　　　ブリテン作曲　ヘンリーパーセルの主

　　　　　　　題による青少年のための管弦楽

　　　　指揮　新
しん

通
どおり

英
ひで

洋
ひろ

さん　　

　　ソリスト　高嶋優羽さん（ソプラノ）

　　　　　　　林　育子さん（アルト）

　　　　　　　井澤章典さん（テノール）

　　　　　　　西田昭広さん（バス）

　　合唱指揮　磨
とぎ

谷
や

真理さん、北村則子さん、

　　　　　　　田中正彦さん

　ピアノ伴奏　飯川弓恵さん

問い合わせ先　ひこね市民手づくり第九演奏会実行委員会（ひこね市文化プラザ内）（〒522-0055野瀬町 187-4）

　☎26-8601、FAX26-8602、ひこね市民手づくり第九演奏会のホームページ　http://www.geocities.jp/hikonedaiku/

 

　ウィズ公開講演会　科学と女性とダチョウのたまご

 

　ホタルの観察会

 

　第22回　カロム日本選手権大会
 

　子どもセンター　子ども将棋教室 　路線バスを盛り上げるワークショップ（第１回）

　みんなで公共交通便利マップをつくろう

　ひこね第九合唱団

　「差別をなくし人権を尊ぶ彦根市女性のつどい」実行委員
　～あなたの企画力・実践力をいかしましょう～
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※駐車場での駐車時間は、30～ 40分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

６月前半

１日㈪

２日㈫

３日㈬

４日㈭

５日㈮

８日㈪

９日㈫

10日㈬

11日㈭

12日㈮

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、

地蔵、原（原西団地）、西沼波（東部）、本町一丁目、本町二丁目、

本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二

丁目（河原二丁目一部を含む）、三津

幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、西今、平田（大

沢）、海瀬、三津屋

里根、外、戸賀、小泉、野瀬、西今、須越、三津屋

芹川、山之脇、戸賀、小泉、西今、須越、八坂

後三条（下）、芹川、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、八坂

北、開出今団地（第１・３部）、大藪、西今、八坂

中央（第２、３部）、立花、金亀、尾末、大橋、元岡、沼波、

城町一丁目、城町二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、大藪、

開出今蔵の町団地、宇尾、八坂東団地

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、元、船、旭、中藪一

丁目、中藪二丁目、中藪、長曽根南、平田（大沢を除く）、開

出今、宇尾

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、佐和、大東、錦（第１部）、

和田、平田（大沢を除く）、開出今、宇尾

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、橋向、新、芹中、後

三条（上）、岡、西沼波（東部を除く）、東沼波、甘呂、竹ケ鼻

西沼波（東部を除く）、東沼波、甘呂、竹ケ鼻、亀山地区、稲

枝（西）、服部、出路、田原、稲部（稲部）

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【６月前半】

図書館休館日 １日㈪、８日㈪、15日㈪

３日㈬

４日㈭

２日㈫

５日㈮

９日㈫

１0日㈬

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠  町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
JA東びわこ鳥居本支店駐車場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
JA 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長曽根町・エクセレントヒルズ彦根
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 電 工 茂 賀 ハ イ ツ
WAっとねす春日（旧広野会館）

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１1日㈭

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

６月前半

１2日㈮
JA 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場

１３：２０
１４：１０
１５：００
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ひこね元気計画21
推進中！
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今月の納税 固定資産税（第１期）、軽自動車税（全期） ６月１日㈪までに納めましょう

彦
根
市
長
に

獅
山
向
洋
さ
ん

市
長
選
挙
の
結
果

　　

４
月
26
日
㈰
に
執
行
さ
れ
た
彦

根
市
長
選
挙
に
お
い
て
、
即
日
開

票
の
結
果
、 

獅
山
向
洋
さ
ん
が
当

選
し
、
５
月
10
日
に
市
長
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
25
年

５
月
９
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　

な
お
、
彦
根
市
長
選
挙
の
投
票

率
は
44
・
89
％
（
前
回
は
47
・
19
％
）

で
し
た
。

境
目
の
城
‐
佐
和
山
城

　

佐
和
山
城
の
歴
史
は
古
く
、
鎌
倉
時
代

初
期
に
近
江
源
氏
・
佐
々
木
定
綱
の
六
男

時
綱
が
、
佐
和
山
の
麓
に
館
を
構
え
た
の

が
始
ま
り
と
伝
え
ま
す
。
そ
の
後
、
佐
々

木
氏
は
湖
北
の
京
極
氏
と
湖
南
の
六
角
氏

に
分
か
れ
て
対
立
。
佐
和
山
城
は
両
勢
力

の
境
目
の
城
と
し
て
攻
防
が
繰
り
返
さ
れ

ま
し
た
。
戦
国
時
代
に
入
る
と
、
湖
北
で

は
京
極
氏
に
代
わ
っ
て
浅
井
氏
が
覇
権
を

確
立
し
、
湖
南
の
六
角
氏
と
の
間
で
佐
和

山
城
争
奪
戦
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

信
長
・
秀
吉
の
時
代
に
も
、
佐
和
山
城

は
近
江
の
要
衝
を
守
る
城
と
し
て
重
視
さ

れ
ま
し
た
。
信
長
は
佐
和
山
城
に
重
臣
の

丹
羽
長
秀
を
配
し
、
信
長
自
身
も
佐
和
山

城
を
近
江
制
圧
の
拠
点
と
し
て
利
用
し
ま

し
た
。
秀
吉
の
代
も
、
堀
秀
政
、
堀
尾
吉

晴
そ
し
て
五
奉
行
筆
頭
の
石
田
三
成
の
入

城
と
、
佐
和
山
城
に
重
き
を
置
く
姿
勢
は

変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
間
、
佐
和

山
城
は
し
だ
い
に
整
備
さ
れ
、
三
成
の
時

代
に
は
山
上
に
本
丸
以
下
、
二
の
丸
・
三

の
丸
・
太
鼓
丸
・
法
華
丸
な
ど
が
連
な
り
、

山
下
は
東
山
道
に
面
し
て
大
手
門
が
開
き
、

二
重
に
巡
ら
さ
れ
た
堀
の
内
に
は
侍
屋

敷
・
足
軽
屋
敷
・
町
屋
な
ど
の
城
下
町
が

す
で
に
形
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

佐
和
山
城
か
ら
彦
根
城
へ

　

慶
長
五
年
（
１
６
０
０
）、
天
下
分
け
目

の
関
ヶ
原
合
戦
の
２
日
後
、
小
早
川
秀
秋

ら
関
ヶ
原
の
寝
返
り
組
を
主
力
と
す
る
１

万
５
、
０
０
０
人
の
兵
が
佐
和
山
城
を
包

囲
し
ま
し
た
。
三
成
は
関
ヶ
原
で
敗
れ
て

湖
北
に
逃
走
中
で
あ
り
、
こ
の
と
き
佐
和

山
城
に
は
三
成
の
父
正
継
を
主
将
に
兄
の

正
澄
ら
約
２
、
８
０
０
人
が
布
陣
し
て
い

た
と
い
い
ま
す
。
佐
和
山
の
守
備
は
固
く
、

執
拗
な
攻
撃
に
よ
く
耐
え
た
よ
う
で
す
が
、

兵
力
の
違
い
は
い
か
ん
と
も
し
難
く
、
つ

い
に
佐
和
山
城
は
落
城
し
ま
し
た
。

関
ヶ
原
合
戦
後
の
論
功
行
賞
に
よ
り
、
三

成
の
居
城
で
あ
っ
た
佐
和
山
城
が
与
え
ら

れ
た
の
は
、
彦
根
の
初
代
藩
主
と
な
る
井

伊
直
政
で
す
。
慶
長
六
年
正
月
、
直
政
は

上
野
国
高
崎
城
（
群
馬
県
高
崎
市
）
よ
り
佐

和
山
に
入
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
直
政
は
、

関
ヶ
原
合
戦
で
受
け
た
鉄
砲
傷
が
悪
化
し

て
翌
年
死
去
し
ま
す
。
直
政
よ
り
後
事
を

託
さ
れ
た
家
老
木
俣
守
勝
は
、
城
の
移
築

計
画
を
徳
川
家
康
に
計
り
ま
す
。
佐
和
山
・

彦
根
山
・
磯
山
（
米
原
市
）
の
三
山
を
候
補

に
彦
根
山
へ
の
移
築
を
決
定
し
ま
し
た
。

文
化
財
調
査
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　

教
育
委
員
会
文
化
財
課
で
は
、
平
成

16
年
度
か
ら
長
期
計
画
を
立
て
、
彦
根
城

の
礎
と
な
っ
た
佐
和
山
城
跡
の
本
格
的
な

測
量
調
査
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

古
絵
図
や
古
文
書
、
伝
世
資
料
や
採
集
品

な
ど
を
対
象
と
す
る
佐
和
山
城
の
総
合

的
な
文
化
財
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
調
査
に
よ
っ
て
、
佐
和
山
城
の

遺
構
や
ゆ
か
り
の
資
料
が
少
し
ず
つ
明

ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

と
く
に
昨
年
度
は
、
県
の
補
助
を
得
て

本
格
的
な
間
伐
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
う
っ

そ
う
と
し
て
い
た
佐
和
山
の
稜

り
ょ
う

線せ
ん

が
明

確
に
な
り
ま
し
た
。
幾
つ
も
の
曲く

る

輪わ

(

平

坦
地)

と
切き

り

岸ぎ
し(

急
斜
面)

を
経
な
が
ら
本

丸
跡
に
向
か
う
登
城
道
が
、
は
っ
き
り
分

か
り
ま
す
。
佐
和
山
城
跡
は
今
が
見
ご
ろ
。

要
所
に
は
、
新
し
く
説
明
板
や
道
標
を
設

け
、
解
説
シ
ー
ト
も
作
成
し
ま
し
た
。
こ

の
機
会
に
、
一
新
さ
れ
た
佐
和
山
城
跡
を

訪
ね
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

◆
佐
和
山
城
跡
解
説
シ
ー
ト
は
、

教
育

委
員
会
文
化
財
課
や
開
国
記
念
館
・
観

光
案
内
所
・
観
光
協
会
な
ど
に
置
い

て
い
ま
す
。

◆
佐
和
山
は
清
凉
寺
や
龍
潭
寺
な
ど
の

持
山
で
す
。
団
体
で
登
山
さ
れ
る
場

合
に
は
、
両
寺
に
お
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
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課
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▲間伐後の佐和山城跡


